小学校４年生　算数　単元名　　３　　一億をこえる数　　　　　　　　　　　　　NO 1
（　　　）年（　　　）組（　　　）番
模範解答　　　　　　　　　　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　）
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１　数字で書きましょう。（１０点×３問）
（１）一億二千七百六十九万二千 
　　　答え（　１２７６９２０００　　　　　　　　　　）
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（２）六十五億九千二百九十万七百五
　　　答え（　６５９２９００７０５　　　　　　　　　）
（３）三兆八百八十万九十三
　　　答え（　３０００００８８０００９３　　　　　　）
２　次の数を読み、漢字で書きましょう。（１０点×３問）
（１）１４９５９７８７０　　　　　　
　　　　答え（　一億四千九百五十九万七千八百七十　　）
（２）２８０４００３００５０
　　　　答え（　二百八十億四千三万五十　　　　　　　）
（３）９２２９９２００００００００　
　　　　答え（　九十二兆二千九百九十二億　　　　　　）
３　（　　　　）にあてはまる数を書きましょう。（１０点×２問）
（１）１億を２９０こ集めた数は、（　２９０００００００００　　）です。
（２）４５６０００００００は、１０００万を（　４５６　　　　）こ集めた数です。
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４　３５６００８９７６８を読むために、コバトンは、下の図のようにほじょ線を入れて読むとまちがえないよと教えてくれました。どうしてでしょう。言葉で説明しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０点）
　　説明



小学校４年生　算数　単元名　　３　　一億をこえる数　　　　　　　　　　　　　NO２
（　　　）年（　　　）組（　　　）番
模範解答　　　　　　　　　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　）

	１　次の数を数字で書きましょう。（１０点×４問）
（１）１０億を８こと，１００万を５こ合わせた数
　　　　答え（　８００５００００００　　　）
（２）１兆を３こと，１０億を２こと，１万を１こを合わせた数
　　　　答え（　３００２００００１００００　　）
（３）７０億の１００倍　　　　　　　　　
　　答え（　７０００００００００００　　　　　）　　　
（４）６兆の[image: image1.png]



答え（　６０００００００００００　　　　）
２　数直線で□にあてはまる数を書きましょう。（１０点×４問）
（１）

（２）


（３）

３　１　２　３　４　５　６　７　８　９　０　のカードを１回ずつ使って、１０けたの数を作ります。５０億に一番近い数をつくりましょう。（２０点）
　　５０億より大きくて、いちばん近い数は、５０１２３４６７８９
　　５０億より小さくて、いちばん近い数は、４９８７６５３２１０
　　それぞれ５０億との差をもとめると
５０１２３４６７８９－５０００００００００＝１２３４６７８９
５０００００００００－４９８７６５３２１０＝１２３４６７９０
　　だから、いちばん近い数は、５０１２３４６７８９　　
答え　５０１２３４６７８９


小学校４年生　算数　単元名　　３　　一億をこえる数　　　　　　　　　　　　　NO３
（　　　）年（　　　）組（　　　）番
模範解答　　　　　　　　　　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　）

	１　下の数について答えましょう。（１０点×４問）

（１）３は何のくらいですか。　
答え（　十億の位　　　　　　）
（２）７は何が７こあることをあらわしていますか。
答え（　一兆　　　　　　　　）
（３）この数は１億がいくつあるといえますか。
答え（　７８０３６　　　　　）
（４）この数を[image: image2.png]


した数を書きましょう。
答え（　７８０３６００００００　　　）
２　筆算で工夫してもとめましょう。（１０問×２点）
 （１）４６００×８６００　　　　　　（２）３７００×８４０
　　　　　　　４６００　　　　　　　　　　　　　３７００
　  　　　　×８６００　　　　　　　　　　　　×８４０　
　　　　　　２７６　　　　　　　　　　　　　　１４８
　　　　　３６８　　　　　　　　　　　　　　２９６　　　　
　　　　　３９５６００００　　　　　　　　　３１０８０００
３　３８７兆と５３６兆の和と差を求めましょう。（１０点×２問）
（和）　　　　　　　　　　　　 　（差）　　　
　　　　　３８７兆　　　　　　　　　　　　　５３６兆
　　　　＋５３６兆　　　　　　　　　　　　－３８７兆
　　　　　９２３兆　　　　　　　　　　　　　１４９兆
　　　答え（　９２３兆　　　）　　　　　　　答え（　１４９兆　　）
４　次の筆算はまちがっています。どこがまちがっているか説明しましょう。（２０点）
　　　　６８０００
×４２０００
　　　１３６
　　２７２　　　　　　　　　　　　　
　　２８５６０００








点





３５６００８９７６８





大きな数は、「一，十，百，千」と４けたごとに位がかわります。


そして、４けたあつまるごとに「万，億，兆」となっていきます。


だから、４けたごとにくぎると，まちがいが少なくなります。
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７８０３６００００００００





６８０００は６８の１０００倍，４２０００は４２の１０００倍


だから、６８０００×４２０００の答えは、


６８×４２の１００００００倍になる。


しかし、左の筆算は、


６８×４２の答えに１０００倍しかしていない。








